
　本研究センターの歴史は、1965年に愛知県の犬山に設置された地震観測所
に始まります。その後、地震予知計画や火山噴火予知計画により拡充され、
1999年に地震火山観測研究センターとなりました。当初は理学部附属施設で
したが、2002年4月に環境学研究科の附属施設になりました。本研究センター
は、中部地区に地震と地殻変動の観測点を設置し、地震発生や火山噴火の予知
に関する研究を全国の研究機関と共同で行っています。来たるべき東海・東南
海地震に向けた災害軽減研究のため、2003年4月に地域防災分野が加わり、
地震火山・防災研究センターとなりました。2012年1月に地域防災分野が発展
的に減災連携研究センターに移り、地震火山研究センターとなりました。2014
年の御嶽山噴火を受け、2017年には御嶽山火山研究施設を開設しました。

　本研究センターの教員は大学院環境学研究科に所属し、地球環境科学専攻
地球惑星ダイナミクス講座の大学院生の研究指導・教育にあたっています。
　また、教員は理学部の学部教育にもあたり、地球惑星物理学講座に配属された
4年生の卒業研究指導を行っています。

【鉄道】
ＪＲ、新幹線、名鉄、近鉄「名古屋」駅から
名古屋市営地下鉄東山線に乗車。「本山」駅で名城線右回り（八事方面）に乗換え、
「名古屋大学」駅下車。所要時間約30分。

ＪＲ、名鉄「金山」駅から
名古屋市営地下鉄名城線左回り（新瑞橋・八事方面）に乗車、「名古屋大学」駅下車。
所要時間約25分。

【飛行機】
中部国際空港から
名鉄線（特急またはミュースカイ）に乗車、「金山」駅で名古屋市営地下鉄名城線左回り
（新瑞橋・八事方面）に乗換え、「名古屋大学」駅下車。所要時間約60分。

●教員
渡辺俊樹　 教授／センター長
鷺谷　威　 教授＊
寺川寿子　 教授
田所敬一　 教授
橋本千尋　 准教授
伊藤武男　 准教授
前田裕太　 准教授
市原　寛　 講師
田口貴美子 助教

金　幸隆　 特任准教授
黒田由彦　 客員教授
田中重好　 客員教授
松多信尚　 客員教授
杉戸信彦　 客員教授
生田領野　 客員准教授
中村秀規　 客員准教授
LIZARAZO, Sindy Carolina
　　　　　　　  招へい教員

●研究員
馮　晨
高　守義

●技術職員
堀川信一郎◎
松廣健二郎◎
小池遥之◎

●研究協力員
小野田憲

●事務補佐員
福井節子
畠山加奈美
太田千花

●技術補佐員
住田順子
日比野恵里
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